
（５）課題に対する参考事例
①インクルーシブな施設・遊具等

17

○介助スペースの確保や異性介助者が周囲の視線

を気にすることなく入ることができるトイレイメージ○大型ベットのあるトイレ（まほろば健康パーク（奈良県））

○音や色の変化から視覚や聴覚で楽しむことができる遊具（奈義町総合運動公園（岡山県））

出典：LIXIL HP“【インクルーシブなパブリックトイレを目指して】“認知症バリアフリー”を目指す男女共用トイレを実現”

出典：おかやま主婦のmemo. HP“【奈義町】２０２４年春に大型インクルーシブ遊具追加で更に進化！この公園で遊べない子どもはいない！誰もが楽しめる大型公園【奈義町総合運動公園】”



（５）課題に対する参考事例
①インクルーシブな施設・遊具等

18

○平均台や跳び箱を組み合わせた事例

（奈良県総合リハビリテーションセンター）

○複数の乗り物の音を座面からの振動により楽しむ事例

（奈良県ろう学校）
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○高松公園（岩手県盛岡市）

・遊具で子どもたちが遊んでいる間、盛岡市が無料で健康増進等のため「Ｐａｒｋ Ｙｏｇａ」

として実施している教室に親同士が参加し、交流を育んでいる。

（５）課題に対する参考事例
①インクルーシブな施設・遊具等

出典：（左）PARKFUL HP“高松公園（岩手県盛岡市）”（右）盛岡経済新聞HP“「もりおか公園活性化交流広場」メンバー募集 都市公園の活用法見いだして”



（５）課題に対する参考事例
①インクルーシブな施設・遊具等

○デジタルサイネージによる告知
○聴覚障害者への光警報装置

○色を活かした案内サイン
○ピクトグラムを目立たせる

20出典：みんなが使いやすい建物・公園をつくろう！ユニバーサルデザインの整備事例と設計のヒント集 練馬区発行

出典：神奈川県全域・東京多摩地域の地域情報紙タウンニュースHP“横浜駅東口地下街電子看板で災害情報発信” 出典：障害保健福祉研究情報システム(DINF) HP“Ⅰ．障害別のニーズと配慮事項”



○大型テントにて多目的に活用（馬見丘陵公園（奈良県）） ○屋根付き運動場（橿原運動公園）

○小さな幼児向け施設（ナガシマスパーランド（三重県））

（５）課題に対する参考事例
②雨天時等でも遊べる場所

21
○屋根付き芝生広場（安満遺跡公園（大阪府））出典：安満遺跡公園ＨＰ“施設紹介”出典：株式会社TRA・K HP“膜構造建築”

出典：奈良県HP“第4回 馬見フラワーフェスタ” 出典：号外NET全国の地域ニュースHP“【橿原市】橿原運動公園の屋根付運動場がリニューアルオープンしました！”
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○羽根木プレーパーク（東京都世田谷区）

・「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーにした

遊び場で、プレーリーダーや地域のボランティ

アに見守られながら、普通の公園ではできな

い焚き火や泥遊び、木登りなどを教えてくれる。

幼児から学童までを中心に多世代が集い、自

由な遊びができる場です。

（５）課題に対する参考事例
③交流を促す仕組み

○奈良市子どもセンター（奈良県）

・地域子育て支援センターとキッズスペースに

分かれている。（０～３歳まで）複数の子どもが

同時に「ゆれ」や「回転」を楽しめる遊具を設置

し、多世代の交流するきっかけとなっている。出典：ボーネルンド「誰もが楽しめるインクルーシブな屋内外の 遊び場「地域子育て支援センター ＆キッズスペースにじいろ 」をプロデュー ス」 参考資料 出典：認定NPO法人プレーパークせたがやHP“よろしく！プレーパークせたがやです”
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○雲仙市小浜体育館（長崎県雲仙市）

・ボッチャは重度脳性麻痺者もしくは同程度の四股重度機能

障がい者のために考案されたスポーツである。健常者が目隠

しする等、お互いにハンディなくプレーできるよう工夫されてい

る。

○靫公園（大阪府）

・車椅子テニスを健常者と障害者が共に練習や試

合を行う。障害者が健常者の公式試合に出た実績

がある競技である。

（５）課題に対する参考事例
③交流を促す仕組み

出典：NBC長崎放送HP“「障がい者も健常者も一緒に」雲仙市でボッチャ大会【長崎】”出典：CHALLEATH HP“テニスの楽しさを広げる『ニューミックス』～大阪市長杯ふれあいニューミックス車いすテニス大会～”


